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２００９年度夏季手当の回答等状況
国鉄労働組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年６月２４日現在

特　記　事　項　等妥結日回答日対前年度比支払日本年度実績前年度実績会社別
６／２２６／１９０.１９ヵ月減７／３２.１９ヵ月２.３８ヵ月北 海 道

春闘時に回答３／２７３／２６０.０５ヵ月減６／２９２.８５ヵ月２.９０ヵ月東 日 本
春闘時に回答３／２５３／１８０.０５ヵ月減６／３０２.９５ヵ月３.００ヵ月東 海
春闘時に回答、年末手当も同月数〈１２／１０支払い〉。３／２３３／１８０.１０ヵ月減６／３０２.６５ヵ月２.７５ヵ月西 日 本

６／２４６／２４０.２４ヵ月減７／９２.１５ヵ月２.３９ヵ月四 国
春闘時に回答３／２４３／１９０.０５ヵ月減６／３０２.６１ヵ月２.６６ヵ月九 州

６／１９６／１２０.３０ヵ月減７／７１.６５ヵ月１.９５ヵ月貨 物
５／２２５／２１０.３５ヵ月増６／３０２.７０ヵ月２.３５ヵ月テレコム
６／１５６／１１同 月 数６／３０２.９０ヵ月２.９０ヵ月システム

年末も同月数６／２２６／１８０.０２５ヵ月減６／３０２.９６ヵ月２.９８５ヵ月鉄道総研

２００９年度夏季手当の諸元

備　　　　　　考勤続
（年）

年齢
（歳）

所要資金
（億円）

一人当たり支払額
（円）

基準内賃金
（円）

対象人員
（名）会社別

４１.４４６.５６２６,０２４２８５,８５６７,４２６北 海 道
２２.３４３.３５７４.５９６２,３４０３３７,６６３５９,７００東 日 本

３５歳標準労働者３５.０（９２９,２５０）（３１５,０００）１６,６６６東 海
２１.８４１.７２５０.４８７２,４６０３２９,２３０２８,７００西 日 本

契約社員１４１名１,６８６万円を除く２３.９４３.４１８.２６５３,１５８３０３,７９４２,７８６四 国
２２.１４２.５７２.０８１０,５３６３１０,５５０８,６５０九 州
２０.２３９.９３１.４４４６,９７８２７０,８９６７,０３０貨 物
１１.４３８.６３９.４１,０４４,２３０３８６,７５２３,７７１テレコム
１２.４３５.４４.９９１５,７１０３１５,７６２５３９システム
１１.０３６.０３.５１,０１２,４２４３４２,０３５３４３鉄道総研

６
月
地
方
議
会
で
の
「
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
が
つ
づ
き
、
７
月

２
日
ま
で
に
本
部
に
報
告
さ
れ
た

地
方
議
会
の
自
治
体
名
は
以
下
の

と
お
り
で
、
累
計
は
、
８
１
６
自

治
体
１
２
０
８
本
（
１９
都
道
府
県

・
２
６
９
市
・
４
５
２
町
・
６０
村

・
１６
特
別
区
）
と
な
っ
た
。
最
高

裁

判

決
（
２
０
０
３
年
１２
月
２２

日
）
以
降
で
は
３
３
７
自
治
体
。

採
択
し
た
地
方
議
会

６
・
７

福
島
県
喜
多
方
市
議
会

６
・
９

高
知
県
本
山
町
議
会

６
・
１１

岩
手
県
矢
巾
町
議
会

６
・
１２

徳
島
県
上
板
町
議
会

６
・
１５

高
知
県
日
高
村
議
会

６
・
１５

秋
田
県
三
種
町
議
会

６
・
１６

高
知
県
越
知
町
議
会

６
・
１６

山
形
県
新
庄
市
議
会

６
・
１６

神
奈
川
県
寒
川
町
議
会

６
・
１６

宮
崎
県
え
び
の
市
議
会

６
・
１７

福
岡
県
北
九
州
市
議
会

６
・
１７

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
議
会

６
・
１７

秋
田
県
鰺
ヶ
沢
町
議
会

６
・
１８

秋
田
県
小
坂
町
議
会

６
・
１９

神
奈
川
県
箱
根
町
議
会

６
・
１９

秋
田
県
藤
里
町
議
会

６
・
２２

徳
島
県
阿
南
市
議
会

６
・
２３

高
知
県
大
川
村
議
会

６
・
２３

鹿
児
島
県
伊
佐
市
議
会

６
・
２４

宮
崎
県
宮
崎
市
議
会

６
・
２４

三
重
県
松
阪
市
議
会

６
・
２５

鹿
児
島
県
南
種
子
町

議
会

６
・
２５

徳
島
県
小
松
島
市
議
会

６
・
２５

高
知
県
須
崎
市
議
会

６
・
２５

高
知
県
四
万
十
町
議
会

６
・
３０

秋
田
県
北
秋
田
市
議
会

７
・
２

福
岡
県
直
方
市
議
会

「
４
者
・
４
団
体
」
は
、
６
月
２５
日
に
鉄
道
・
運
輸
機
構
、
６
月
２９
日
に
国
土
交
通
省
に
そ
れ
ぞ
れ

要
請
を
行
っ
た
。

鉄
道
・
運
輸
機
構
へ
の
申
し
入
れ
で
は
、
①
解
決
に
向
け
て
の
経
営
判
断
を
即
行
う
こ
と
、
②
解
決

の
具
体
化
に
向
け
た
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
早
急
に
関
係
者
間
で
解
決

交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
、
③
解
決
へ
向
け
て
の
政
治
的
な
環
境
整
備
も
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と

の
３

点
を
要
請
。

国
土
交
通
省
に
は
、
①
解
決
に
向
け
て
の
決
断
を
行
う
こ
と
、
②
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し
解
決
の

具
体
化
に
向
け
た
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
早
急
に
関
係
者
間
で
解
決
交

渉
を
開
始
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
、
③
解
決
へ
向
け
て
の
政
治
的
な
環
境
整
備
も
真
摯
に
取
り
組

む
こ
と

の
３
点
を
申
し
入
れ
た
。

６月議会 ４者・４団体

意
見
書
１
２
０
８
本

解解
決決
向向
けけ
たた
決決
断断
をを

不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を

機
構
・
国
交
省
へ
申
し
入
れ

６
・
２２

米
ワ
シ
ン
ト
ン
地

下
鉄
で
列
車
の
追
突
事
故
、
６

人
死
亡
、
７６
人
負
傷
。

６
・
２３

キ
ル
ギ
ス
、
閉
鎖

決
定
し
て
い
た
同
国
内
マ
ナ
ス

米
空
軍
基
地
の
存
続
を
米
国
と

合
意
。

６
・
２６

鉄
道
事
業
分
社
化

の
強
硬
に
抗
議
し
、
相
鉄
労
組

が
２
時
間
の
ス
ト
決
行
。

６
・
２８

中
米
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
で
ク
ー
デ
タ
ー
。

６
・
２９

中
国
湖
南
省
チ
ン

州
駅
で
列
車
衝
突
事
故
、
３
人

死
亡
・
６０
人
負
傷
。

６
・
３０

イ
タ
リ
ア
中
部
ト

ス
カ
ー
ナ
州
ビ
ア
レ
ッ
ジ
ョ
で

液
化
石
油
ガ
ス
を
積
載
し
た
貨

物
列
車
脱
線
、
う
ち
２
両
が
爆

発
し
周
辺
民
家
の
１０
人
が
死

亡
、
５０
人
負
傷
。

７
・
３

東
京
都
議
選
告
示

（
定
数
１
２
７
、
１２
日
投
開
票
）
。

申
し
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
、
国
鉄
の

分
割
・
民
営
化
か
ら
す
で
に
２３
年

目
に
入
る
長
期
紛
争
と
な
っ
て
お

り
、
被
解
雇
者
１
０
４
７
人
の
内

５３
人
が
志
半
ば
で
他
界
し
、
人
道

上
か
ら
も
こ
れ
以
上
の
解
決
引
き

延
ば
し
は
許
さ
れ
な
い
」
と
述
べ

た
。そ

し

て
、「
昨

年
１２
月
２４
日
、

金
子
国
土
交
通
相
は
、
鉄
建
公
団

訴
訟
控
訴
審
結
審
に
お
い
て
『
当

事
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
の
控
訴
審

判
決
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
誠

心
誠
意
、
事
に
当
た
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
』
と
の
コ
メ

ン
ト
を
発
し
て
い
る
」「
そ
し
て

今
年
３
月
２５
日
の
鉄
建
公
団
訴
訟

控
訴
審
で
東
京
高
裁
民
事
第
１７
部

は
『
不
当
労
働
行
為
』
が
あ
っ
た

こ
と
を
明
確
に
認
め
る
な
ど
の
判

決
を
言
い
渡
し
た
。
そ
の
中
で
、

南
裁
判
長
は
『
こ
の
判
決
を
機
に

１
０
４
７
名
問
題
が
早
期
に
解
決

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
』
と
の

異
例
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え

た
」
と
強
調
。

「
さ
ら
に
今
日
、
全
て
の
与
野

党
が
解
決
へ
向
け
て
取
り
組
み
支

援
の
表
明
を
し
て
お
り
、
あ
ら
た

め
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
関

係
す
る
全
て
の
当
事
者
が
重
く
受

け
止
め
て
早
急
に
誠
心
誠
意
、
解

決
へ
む
け
て
事
に
当
た
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
申
し
入
れ

た
。【

長
野
地
本
発
】
長
野
県
支
援

共
闘
会
議
と
長
野
地
本
は
、
６
月

２４
日
、
長
野
市
内
で
「
紋
別
・
美

幌
闘
争
団
オ
ル
グ
国
鉄
闘
争
報
告

集
会
」
を
開
い
た
。

県
支
援
共
闘
の
高
橋
議
長
は

「
３
・
２５
東
京
高
裁
判
決
以
降
、

闘
争
団
は
、
座
り
込
み
・
要
請
行

動
を
展
開
し
、
解
決
に
向
け
て
も

う
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
な

ん
と
し
て
も
決
着
を
つ
け
た
い
」

と
支
援
の
強
化
を
表
明
。

美
幌
闘
争
団
長
縄
団
長
は
「
２８

歳
で
首
を
切
ら
れ
、
５０
歳
に
な
っ

た
。
仲
間
を
裏
切
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
き

た
。
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
を
柱

と
す
る
解
決
を
な
ん
と
し
て
も
も

ぎ
と
り
た
い
」
と
強
調
。

紋
別
闘
争
団
清
野
団
長
は
「
昨

年
、
支
援
凍
結
を
解
除
し
て
い
た

だ
き
、
ホ
タ
テ
も
過
去
最
高
の
売

り
上
げ
を
記
録
し
、
今
ま
で
の
ブ

ラ
ン
ク
が
な
か
っ
た
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。『
４

者
・
４
団
体
』
が
分
断
さ
れ
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
団
結
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

集
会
で
は
、
社
保
労
長
野
支
部

の
井
磧
書
記
長
が
闘
争
報
告
を

し
、「
年
金
記
録
問
題
を
社
保
庁

で
働
く
労
働
者
が
悪
い
か
の
よ
う

に
吹
聴
さ
れ
て
き
た
。
日
本
年
金

機
構
設
立
委
員
会
へ
採
用
候
補
者

名
簿
を
提
出
し
、
採
用
・
不
採
用

に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
第
二
の
国

鉄
方
式
と
い
わ
れ
、
過
去
の
懲
戒

処
分
者
８
６
７
人
は
不
採
用
。
採

用
通
知
が
明
日
手
渡
さ
れ
る
が
、

な
ん
と
し
て
も
雇
用
を
確
保
し
て

い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

な
ん
と
し
て
も
決
着
を

長
野
で
国
鉄
闘
争
報
告
集
会

５
月
１９
日
、
来
年

１
月
発
足
予
定
の
日

本
年
金
機
構
・
設
立

委
員
会
が
採
用
数
を

発
表
し
た
。
社
会
保

険
庁
が
提
出
し
た
採

用
候
補
者
名
簿
登
載
者
は
１
万
１

１
１
８
人
で
、
定
員
枠
１
万
１
２

８
０
人
を
下
回
っ
た
▼
正
規
職
員

・
準
職
員
も
、
採
用
予
定
数
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
の
に
２８
人
が

不
採
用
と
さ
れ
、
正
規
職
員
を
希

望
し
た
の
に
準
職
員
と
さ
れ
た
者

も
３４
人
い
る
。
他
に
採
否
保
留
と

さ
れ
た
人
が
１
１
１
９
人
も
残
さ

れ
、「
採
用
差
別
」
が
さ
ら
に
増

え
る
可
能
性
も
あ
る
。
重
大
な
の

は
、
政
治
の
圧
力
で
懲
戒
処
分
者

を
一
律
不
採
用
と
し
た
た
め
、
約

８
５
０
人
が
採
用
名
簿
か
ら
除
外

さ
れ
た
こ
と
だ
▼
国
鉄
分
割
・
民

営
化
で
は
「
差
別
は
し
な
い
」
と

公
約
し
て
組
合
差
別
を
し
た
が
、

社
保
庁
改
革
で
は
「
改
革
に
反
対

す
る
者
、
処
分
歴
の
あ
る
者
は
全

員
不
採
用
」
だ
。
日
弁
連
や
労
働

弁
護
団
、
自
由
法
曹
団
等
は
、
過

去
の
処
分
に
解
雇
処
分
を
重
ね
る

二
重
処
分
の
採
用
基
準
を
批
判
し

て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
し
か

し
メ
デ
ィ
ア
は
取
り
上
げ
ず
、
国

鉄
分
割
・
民
営
化
を
上
回
る
雇
用

攻
撃
が
深
く
進
行
し
て
い
る
▼
社

保
庁
を
引
き
継
ぐ
日
本
年
金
機
構

は
、
大
幅
な
民
間
委
託
が
前
提
だ

が
、
消
え
た
年
金
な
ど
に
つ
い
て

は
、
政
府
や
歴
代
社
保
庁
幹
部
の

責
任
を
棚
上
げ
し
、
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
に
す
り
替
え
て
い
る
。
こ

れ
で
は
公
的
年
金
制
度
を
崩
壊
さ

せ
、
記
録
問
題
が
解
決
す
る
こ
と

も
年
金
制
度
が
良
く
な
る
こ
と
も

な
く
、
安
心
の
公
的
年
金
を
求
め

る
国
民
の
声
に
逆
行
す
る
。
国
の

責
任
に
よ
る
年
金
制
度
の
充
実

と
、
そ
れ
を
支
え
る
職
員
の
雇
用

確
保
こ
そ
が
国
民
の
声
に
応
え
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

（
池
）
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〈募集代理店〉

アベニール 株式会社
�　03-3437-6810　�　03-3437-6822
〒１０５－０００４　港区新橋５－１５－５　交通ビル３F

◆月払保険料（団体取扱）保険料払込期間：終身
がん保険フォルテ：バリュープランS 2倍 入院日額１万円

65歳55歳45歳35歳
7,952円5,810円4,222円3,038円

 （２００８年４月１日現在）

＊ご健康状態などによっては、お申し込みをお引受けできない場合があ
ります。

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の生涯保障 《アフラックのがん保険 �（フォルテ）》
がんの場合　 一時金４０万円
上皮内新生物の場合　 一時金４万円

初めて診断確定されたとき
診断給付金

がん診断後、２年目から５年目まで
１年につき 年金２０万円×４年間　＊生存している場合

がんと診断確定されたあと生存しているとき
ライフサポート年金（上皮内新生物は対象外）

１日につき　 １０,０００円入院したとき　　入院給付金
１回につき ２０万円手術したとき　　手術給付金

１日につき　 １０,０００円５日以上の継続入院後通院したとき
通院給付金

１日につき １０,０００円特定のがん治療で通院したとき
特定治療通院給付金（上皮内新生物は対象外）

技術料１回につき（１年間に５回まで、通算支払限度額７００万円まで）

先進医療をうけたとき
がん先進医療給付金

下記①～④以外の先進医療　実費／上限５０万円
②悪性腫瘍に対する粒子線治療（＊１）
実費／上限２９０万円

①固形がんに対する重粒子線治療
実費／上限３２０万円

特
定
先
進
医
療

④ＨＬＡ抗原不一致血縁ドナーからのＣＤ
３４陽性造血幹細胞移植（＊３）
実費／上限１３０万円

③脊椎腫瘍に対する腫瘍脊推骨全摘術
（＊２）
実費／上限２１０万円

１回につき １５万円（１年間に１回まで）先進医療をうけたとき
がん先進医療一時金

１０万円がんで死亡したとき　死亡保険金
（＊１）固形がんに係るものに限る。（＊２）原発性脊椎腫瘍または転移性脊推腫瘍に係るものに限る。（＊３）ＨＬＡ適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小
児のがんに係るものに限る。　先進医療の給付金・一時金のご契約には、限度があります。その他、アフラックの基準により限度額を定めています。

訪問面談サポートと専門医紹介（このサービスは、株式会社　法研が提供するサービスです）プレミアサポート※
※トータルケアプランS、バリュープランS2倍以上のプランにご契約の場合にご利用いただけます。 AF104-2008-0106　4月18日

〒163-0456
東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビル
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き
コールセンター　0120-5555-95

〈引受保険会社〉

系列法人第五支社

保険期間：終身・契約年齢：０歳～８０歳
バリュープランＳ　２倍
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博多地区本部が開催した退職者送別激励会

【
博
多
地
区
本
部
・
穴
井
通
信

員
】
博
多
地
区
本
部
は
、
６
月
２７

日
、
福
岡
市
内
で
退
職
者
送
別
激

励
会
を
開
い
た
。
参
加
者
は
２２

人
。
激
励
会
は
毎
年
開
い
て
い
る

が
、
今
回
は
、
２
０
０
８
年
４
月

１
日
〜
２
０
０
９
年
３
月
３１
日

ま

で
の
間
に
退
職
さ
れ
た
組
合
員
を

激
励
す
る
こ
と
が
目
的
。
博
多
車

掌
区
分
会
の
新
井
さ
ん
、
博
多
分

会
の
奈
木
野
さ
ん
、
岡
野
さ
ん
、

博
多
新
幹
線
分
会
の
春
山
さ
ん
の

４
人
が
退
職
さ
れ
た
。

激
励
会
の
冒
頭
、
神
宮
地
区
本

部
委
員
長
は
、「
こ
の
間
、
国
鉄

の
分
割
・
民
営
化
も
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

会
社
が
発
足
し
た
。
一
貫
し
て
国

労
組
合
員
と
し
て
労
働
条
件
の
改

善
や
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問
題
の
解
決

の
た
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
健
康
に

留
意
さ
れ
、
引
き
続
き
後
輩
へ
の

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
国

労
本
部
と
博
多
地
区
本
部
か
ら
の

記
念
品
を
贈
っ
た
。
ま
た
、
真
子

九
州
本
部
書
記
長
も
出
席
し
、
激

励
の
挨
拶
を
贈
っ
た
。

退
職
者
を
代
表
し
て
新
井
さ
ん

は
、「
私

達

が
Ｊ
Ｒ
に

居

る

間

に
、
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問
題
は
解
決

し
な
か
っ
た
が
、
解
決
へ
向
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
今
回
退
職
し

た
け
れ
ど
も
引
き
続
き
国
労
の
闘

い
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

千葉地本で国労加入
福
岡
で
退
職
者
激
励
会

木更津運輸区の５０歳社員
７月１日、千葉地本木更津運輸区の

５０歳社員が東労組を脱退し、国労に加

入した。

記
念
品
贈
り
尽
力
に
感
謝

【
「
国
鉄
新
潟
」
６
６
９
号
発
】

新
潟
地
本
は
６
月
１４
日
、
新
潟
市

内
で
新
潟
地
本
の
組
織
拡
大
経
験

交
流
集
会
を
開
き
、
各
支
部
か
ら

４０
人
が
参
加
し
た
。
交
流
集
会
で

は
、
長
野
地
本
吉
澤
組
織
部
長
と

坂
本
青
対
部
長
か
ら
講
演
を
受

け
、
組
織
拡
大
へ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
考
え
た
。

集
会
で
守
橋
委
員
長
は
、「
大

会
以
降
、
２３
人
が
国
労
に
加
入
し

た
。
何
と
し
て
も
国
労
の
旗
を
し

っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
拡
大
に
向
け
て
奮
闘
し

よ
う
。
長
野
地
本
の
２
人
か
ら
の

講
演
内
容
を
、
新
潟
の
中
で
も
教

訓
化
し
、
拡
大
に
向
け
た
大
き
な

ヒ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
」
と
強

調
し
た
。

失
業
率
５
・
２
％
に

５
月
労
働
力
調
査

総
務
省
は
６
月
３０
日
、
５
月
分

の
労
働
力
調
査
（
速
報
）
を
発

表
。
完
全
失
業
率
は
前
月
比
で
０

・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
５
・
２

％
。
同
日
、
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
４４
倍

（
同
０
・
０２
ポ

イ

ン

ト

低

下
）

と
、
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

完
全
失
業
者
数
は
、
前
年
同
月

と
比
べ
て
７７
万
人
増
え
、
３
４
７

万
人
。
７
カ
月
連
続
の
増
加
だ
。

求
職
理
由
別
に
み
る
と
、「
勤
め

先
都
合
」
が
４６
万
人
増
の
１
１
０

万
人
と
最
多
。
産
業
別
の
就
業
者

で
は
「
製
造
業
」（
８８
万
人

減
）
の

減
少
が
目
立
つ
。

５
月
の
有
効
求
人
数
は
１２
カ
月

連
続
低
下
の
約
１
２
４
万
人
。
有

効
求
職
者
数
は
２
８
１
万
人
と
１３

カ
月
連
続
増
で
、
過
去
最
多
。

物
価
は
１
・
１
％
減

前
年
同
月
比

総
務
省
が
６
月
２６
日
に
発
表
し

た
全
国
総
合
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
、
生
鮮
食
料
品
を
除
く
）

に
よ
る
と
、
五
月
の
指
数
は
前
月

と
比
べ
て
０
・
２
％
下
落
し
、
１

０
０
・
５
（
０５
年
を
１
０
０
）
。
前

年
同
月
比
で
は
、マ
イ
ナ
ス
１
・
１

％
と
な
り
、
３
カ
月
連
続
の
低
下

を
記
録
し
た
。

下
落
の
主
な
要
因
は
、
光
熱
・

水
道
費
や
自
動
車
等
関
係
費
な
ど

の
値
下
が
り
。
昨
年
の
原
油
価
格

の
高
騰
か
ら
一
転
、
経
済
危
機
に

よ
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の

価
格
が
大
き
く
下
が
っ
た
こ
と
が

影
響
し
た
。

（
連
合
通
信
）

新潟地本

長
野
の
教
訓
、新
潟
で
も

組
織
拡
大
へ
経
験
交
流
集
会

中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
の
呼
和
浩

特
（
フ
ホ
ホ
ト
）
市
へ
１
９
８
３

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
行

っ
た
。
そ
の
帰
り
道
に
立
ち
寄
っ

た
の
が
南
隣
の
山
西
省
大
同
市
で

あ
る
。
当
時
の
人
口
は
７０
万
人
あ

ま
り
。
炭
坑
の
町
で
石
炭
の
埋
蔵

量
は
４
０
０
億
ト
ン
と
い
わ
れ
て

い
た
。
労
働
人
口
の
半
数
が
炭
坑

労
働
者
だ
っ
た
。

市
の
中
心
部
か
ら
１６
㎞
、
武
州

川
（
ぶ
し
ゅ
う
が
わ
）
の
ほ
と
り

に
中
国
最
大
級
の
雲
崗
（
う
ん
こ

う
）
石
窟
が
あ
る
。
東
西
１
㎞
に

わ
た
り
５０
の
石
窟
が
あ
り
、
有
名

な
第
２０
窟
に
は
高
さ
１４
ｍ
も
あ
る

露
天
大
仏
が
美
し
い
姿
を
見
せ
て

い
た
。

私
た
ち
一
行
が
泊
ま
っ
た
大
同

賓
館
（
ホ
テ
ル
）
で
は
、
夕
食
の

後
、
民
族
芸
能
を
見
せ
て
く
れ

た
。
哀
調
の
あ
る
琵
琶
の
ひ
び
き

や
激
し
い
太
鼓
に
合
わ
せ
て
民
族

衣
装
の
男
女
が
踊
っ
て
く
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
で
老
人
が
弾
い

て
く
れ
た
「
馬
頭
琴
」
の
音
色
に

よ
く
似
た
音
で
、
き
れ
い
な
娘
さ

ん
が
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

大草原のひびき
鉄路沿線３０年

山上敏夫・元大船工場
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